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yyyy
yyyy
yyyy　１０月２８日から２９日まで２日間にわた

って「図書館市民まつり」が開かれました。
ふれあいチャリティーバザーや人形劇、おり
がみ教室など多彩な催しが行われ、大勢の人
で賑いました（１８　にまつりの様子を写真
で紹介しています）。�
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市町村合併の�
歴史と現状�
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明
治
二
十
一
年
末
の
時
点
で
、

我
が
国
の
町
や
村
の
数
は
、
７

１，

３
１
４
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
主
に
江

戸
時
代
に
自
然
発
生
的
に
形
成

さ
れ
た
町
や
村
を
受
け
継
い
だ

も
の
で
し
た
。
翌
二
十
二
年
に

市
制
・
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、

市
町
村
が
戸
籍
や
小
学
校
な
ど

の
事
務
を
処
理
す
る
に
は
行
財

政
機
能
の
充
実
が
必
要
と
の
こ

と
か
ら
、
３
０
０
〜
５
０
０
戸

を
標
準
と
し
て
全
国
一
律
に
町

村
合
併
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
結
果
、
全
国
の
市
町
村

の
数
は
、
明
治
二
十
二
年
末
時

点
で
１
５，

８
５
９
と
な
り
、

お
よ
そ
五
分
の
一
に
減
少
し
ま

し
た
。
こ
れ
が
「
明
治
の
大
合

併
」
で
す
。�

　
こ
の
「
明
治
の
大
合
併
」
に

よ
り
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
町
や

村
な
ど
（
三
十
六
）
が
統
廃
合

さ
れ
、
今
日
の
洲
本
市
の
母
体

と
な
る
洲
本
町
、
物
部
村
、
潮

村
、
千
草
村
、
加
茂
村
、
大
野

村
、
上
灘
村
、
中
川
原
村
、
安

乎
村
、
由
良
町
、
広
田
村
（
い

ず
れ
も
当
時
の
町
村
名
）
の
十

一
町
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。�

���

　
「
明
治
の
大
合
併
」
以
降
、

わ
が
国
の
市
町
村
数
は
徐
々
に

減
少
を
続
け
、
昭
和
二
十
年
に

は
、
１
０，

５
２
０
と
な
り
ま

し
た
。�

　
こ
の
間
に
洲
本
市
で
は
、
明

治
四
十
二
年
の
洲
本
町
と
物
部

村
・
潮
村
と
の
合
併
に
始
ま
り�

大
正
五
年
の
小
路
谷
（
千
草
村

の
一
部
）
、
同
七
年
の
千
草
村
、

昭
和
八
年
の
加
茂
村
・
大
野
村

と
の
合
併
を
経
て
、
同
十
五
年

に
市
制
を
施
行
し
ま
し
た
。�

��

　
戦
後
を
迎
え
、
日
本
国
憲
法

下
で
新
し
い
地
方
自
治
制
度
を

進
め
る
た
め
、
昭
和
二
十
八
年

に
「
町
村
合
併
促
進
法
」
が
、

同
三
十
一
年
に
「
新
市
町
村
建

設
促
進
法
」
が
施
行
さ
れ
、
こ

の
二
つ
の
法
律
の
下
で
、
国
・

都
道
府
県
の
主
導
に
よ
り
、
全

国
で
一
律
的
に
合
併
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
結
果
、
市
町
村
の
数
は
、

町
村
合
併
促
進
法
施
行
（
昭
和

二
十
八
年
）
前
の
９，

８
６
８

に
対
し
、
新
市
町
村
建
設
促
進

法
の
失
効
時
点
（
昭
和
三
十
六

年
）
で
は
、
３，

４
７
２
と
な

り
、
お
よ
そ
三
分
の
一
に
減
少

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
「
昭
和
の

大
合
併
」
で
す
。�

��

　�　
市
制
施
行
後
初
め
て
の
合
併

は
、
昭
和
二
十
二
年
の
上
灘
村

と
の
合
併
で
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
の
大
合
併
期
を
迎
え
、
昭

和
三
十
年
に
中
川
原
村
・
安
乎

村
・
由
良
町
と
、
昭
和
三
十
二

年
に
広
田
村
の
一
部
（
納
・
鮎

屋
）
と
合
併
し
、
今
日
の
洲
本

市
が
形
作
ら
れ
ま
し
た
。�

���

　
昭
和
四
十
年
に
、
市
町
村
の

自
主
的
な
合
併
の
促
進
を
目
的

と
し
て
、
十
年
間
の
時
限
立
法

に
よ
り
市
町
村
の
合
併
の
特
例

に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
合
併

特
例
法
」
）
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
昭
和
五
十
年
、

同
六
十
年
、
平
成
七
年
に
期
間

延
長
や
制
度
の
拡
充
な
ど
の
改

正
が
行
わ
れ
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。�

　
結
果
、
平
成
十
二
年
四
月
現

在
の
全
国
の
市
町
村
数
は
、
市

が
６
７
１
、
町
村
が
２，

５
５

８
で
、
合
計
３，

２
２
９
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
明
治
二

十
一
年
当
時
の
町
村
数
（
７
１，

３
１
４
）
と
比
較
す
る
と
、
実

に
お
よ
そ
二
十
二
分
の
一
に
減

少
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

��

　
国
に
お
い
て
は
、
地
方
分
権

の
推
進
な
ど
の
た
め
に
は
市
町

村
合
併
が
必
要
と
の
観
点
か
ら
、

平
成
十
一
年
七
月
に
制
定
し
た

「
地
方
分
権
推
進
一
括
法
」
の

中
で
合
併
特
例
法
を
改
正
し
、

自
主
的
な
市
町
村
合
併
が
行
い

や
す
い
状
況
を
整
備
し
ま
し
た
。�

　
こ
れ
に
連
動
し
て
自
治
省
は
、

同
年
八
月
「
市
町
村
の
合
併
の

推
進
に
つ
い
て
の
指
針
」
を
定

め
、都
道
府
県
が「
市
町
村
の
合

併
の
推
進
に
つ
い
て
の
要
綱
」

（
以
下
「
合
併
要
綱
」
）
を
策

定
し
て
、
必
要
な
支
援
を
行
う

こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。�

　
合
併
要
綱
は
、
平
成
十
二
年

度
の
早
い
時
期
で
の
策
定
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
お
り
、
本
年

十
月
末
現
在
、
九
つ
の
県
で
す

で
に
策
定
、
公
表
さ
れ
て
い
ま

す
。�

　
国
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
み

に
よ
っ
て
、
将
来
的
に
は
全
国

の
市
町
村
数
を
１，

０
０
０
程

度
に
し
た
い
と
の
考
え
を
示
し

て
い
ま
す
。
近
い
将
来
、
「
平

成
の
大
合
併
」
と
い
わ
れ
る
時

代
が
や
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。�

最近、全国的に「市町村合併」についての議論が高まっています。�

これは、地方分権が進められるなかで、国や県、市町村の財政が厳しく�

なってきていることや、様々な住民ニーズへの対応などには、�

現在の自治体規模では、その推進が難しくなっていることなどから、�

市町村のあり方を見直そうというものです。�

「市町村合併」を理解するうえで、その歴史や基礎的な知識などについて紹介します。�

なお、「市町村合併」に関する情報については、必要に応じて随時お知らせする予定です。�

　
市
町
村
合
併
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
淡
路
島
で
も
、
平
成
八
年

に
淡
路
一
市
に
向
け
た
市
町
村
合
併
の
住
民
発
議
（
合
併
協
議
会

設
置
の
請
求
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
年
八
月
に
は
、

三
原
郡
四
町
（
緑
町
、
西
淡
町
、
三
原
町
、
南
淡
町
）
か
ら
洲
本

市
に
対
し
、
三
原
郡
と
の
合
併
に
つ
い
て
問
い
か
け
が
あ
り
、
現

在
、
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。�

明
治
の
大
合
併�

洲
本
市
の
合
併
の
歴
史
1�

　
　
明
治
〜
昭
和
（
戦
前
）�

昭
和
の
大
合
併�

洲
本
市
の
合
併
の
歴
史
2�

　
　
昭
和
（
戦
後
）�

昭
和
の
大
合
併
以
降�

の
状
況�

現
在
の
状
況�

全国と洲本市�
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「
新
設
合
併
」
と
「
編
入
合

併
」
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ

り
ま
す
。�

　
「
新
設
合
併
」
と
は
、
市
町

村
の
区
域
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
も
っ
て
、
新
し
く
市
町
村
を

置
く
場
合
で
す
。
例
え
ば
、
Ａ

市
と
Ｂ
町
を
と
も
に
廃
止
し
て
、

新
し
く
Ｃ
市
を
つ
く
る
場
合
が

こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
「
新
設

合
併
」
の
場
合
は
、
必
ず
旧
市

町
村
（
Ａ
市
と
Ｂ
町
）
の
法
人

格
の
消
滅
と
、
新
し
い
法
人
格

の
発
生
（
Ｃ
市
）
が
伴
い
ま
す
。

新
設
合
併
の
こ
と
を
「
対
等
合

併
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
洲
本
市
の
過
去
の
合
併
を
み

る
と
、
明
治
四
十
二
年
の
洲
本

町
と
物
部
村
・
潮
村
と
の
合
併

が
こ
れ
に
当
り
ま
す
。
そ
れ
以

降
の
合
併
は
す
べ
て
、
次
に
説

明
す
る
「
編
入
合
併
」
に
な
り

ま
す
。�

　
「
編
入
合
併
」
と
は
、
市
町

村
の
区
域
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
他
の
市
町
村
に
編
入
す
る
場

合
を
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
Ｄ

町
を
廃
止
し
て
そ
の
区
域
を
Ｅ

市
に
編
入
す
る
場
合
が
こ
れ
に

当
り
ま
す
。「
編
入
合
併
」の
場

合
は
、
編
入
す
る
市
町
村
（
Ｅ

市
）
の
法
人
格
は
合
併
に
よ
っ

て
何
ら
影
響
は
受
け
ま
せ
ん
が
、

編
入
さ
れ
る
市
町
村
（
Ｄ
町
）

は
多
く
の
場
合
そ
の
法
人
格
が

消
滅
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

編
入
合
併
の
こ
と
を
「
吸
収
合

併
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

　
ど
ち
ら
の
合
併
形
態
で
あ
っ

て
も
、
会
社
な
ど
の
合
併
と
は

異
な
り
、
合
併
当
事
者
の
立
場

に
優
劣
は
無
く
、
合
併
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
結
果
に
も
ほ

と
ん
ど
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

���

　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
○
住

民
の
利
便
性
の
向
上
　
○
サ
ー

ビ
ス
の
高
度
化
、
多
様
化
　
○

重
点
投
資
に
よ
る
基
盤
整
備
の

推
進
　
○
広
域
的
観
点
に
立
っ

た
ま
ち
づ
く
り
と
施
策
展
開
　

○
行
財
政
の
効
率
化
　
○
地
域

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
総
合
的

な
活
力
の
強
化
　
な
ど
が
期
待

で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
○

合
併
後
の
中
心
部
と
周
辺
部
と

の
地
域
格
差
　
○
歴
史
文
化
へ

の
愛
着
や
地
域
へ
の
連
帯
感
の

希
薄
化
　
○
住
民
と
行
政
と
の

距
離
が
遠
く
な
る
こ
と
　
○
サ

ー
ビ
ス
や
住
民
負
担
の
格
差
　

○
合
併
に
伴
う
新
し
い
行
政
需

要
の
発
生
　
○
一
定
期
間
経
過

後
に
地
方
交
付
税
が
減
少
す
る

こ
と
　
な
ど
に
対
す
る
懸
念
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。�

��� 

　
合
併
に
つ
い
て
の
標
準
的
な

手
続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

○
合
併
協
議
会
の
設
置
と
合
併

　
の
協
議
（
合
併
協
議
会
の
設

　
置
は
、
有
権
者
の
五
十
分
の

　
一
以
上
の
署
名
を
集
め
て
、

　
住
民
か
ら
直
接
請
求
す
る
こ

　
と
も
で
き
ま
す
。
合
併
協
議

　
会
の
設
置
に
は
議
会
の
議
決

　
が
必
要
。
）�

○
関
係
市
町
村
に
よ
る
合
併
の

　
申
請（
議
会
の
議
決
が
必
要
）

○
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
合
併

　
の
決
定
（
議
会
の
議
決
が
必

　
要
）
と
自
治
大
臣
へ
の
届
出�

○
自
治
大
臣
に
よ
る
告
示�

���

　
自
主
的
な
市
町
村
合
併
を
推

進
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

特
例
措
置
を
設
け
て
合
併
し
や

す
い
条
件
を
整
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
昭
和
四
十
年
に
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平

成
七
年
と
十
一
年
に
法
改
正
を

行
い
、
特
例
制
度
の
拡
充
が
図

ら
れ
ま
し
た
。�

　
現
在
、
こ
の
法
律
で
は
、�

○
合
併
協
議
会
設
置
の
請
求�

　
　
　
　
（
住
民
発
議
制
度
）�

○
地
域
審
議
会
制
度�

○
議
員
の
処
遇
（
定
数
・
在
任

　
期
間
・
退
職
年
金
）
に
関
す

　
る
特
例�

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
等

　
に
関
す
る
特
例�

○
地
方
税
の
不
均
一
課
税�

○
地
方
交
付
税
の
算
定
の
特
例�

○
地
方
債
の
特
例�

○
都
道
府
県
議
会
議
員
の
選
挙

　
区
に
関
す
る
特
例�

な
ど
、
多
く
の
特
例
措
置
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
特
例
は
、
平
成
十

七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行

っ
た
合
併
に
適
用
さ
れ
ま
す
。�

合
併
の
種
類�

�
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
と�

デ
メ
リ
ッ
ト
（
期
待
と
懸
念
）�

合
併
の
手
続
き�

（
合
併
が
成
立
す
る
ま
で
）�

合
併
特
例
法�

（
合
併
の
支
援
策
）�

「市町村合併」を理解す

る上での必要な基礎知識

として、次の四点につい

て紹介します。�

基礎知識�基礎知識�

１�

２�

３�

５�

６�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

１�

２�３�４�

１�

４�５�６�７�８�

２�３�

４�

※全国の市町村数に特別区は含まれていません。　�

市町村合併の歴史と洲本市における推移�

年　　月� 全 国 の�
市町村数� 洲 本 市 の 状 況 � 摘　　　　　要�

71,314

15,859

10,505

9,868

3,975

3,472

3,257

3,253

3,234

3,229

3,229

36の町や村など（18町、15村、�
３浦）に分かれていた�
津名郡洲本町・物部村・潮村・�
千草村・上灘村・由良町・安�
乎村・中川原村、三原郡加茂�
村・大野村・広田村の11町村�
が誕生�
津名郡洲本町・物部村・潮村�
が新設合併して洲本町に�
津名郡千草村の一部（小路谷）�
を編入合併�
�
津名郡千草村を編入合併�
�
三原郡加茂村・大野村を編入�
合併�
�
市制施行�
�
津名郡上灘村を編入合併�
�
�
�
�
�
津名郡由良町・安乎村・中川�
原村を編入合併�
�
�
三原郡広田村の一部（納・鮎�
屋）を編入合併�

�
�
市制・町村制施行（4月）�
明治の大合併�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
地方自治法施行（5月）�
�
町村合併促進法施行（10月）�
昭和の大合併の始まり�
�
�
新市町村建設促進法施行（6月）�
町村合併促進法失効（9月）�
�
現在の市域となる�
�
新市町村建設促進法一部失効�
　　　　　　　　　　　（6月）�
昭和の大合併の終わり�
市町村の合併の特例に関する法�
律施行（4月）�
�
同法の改正（4月）�
�
同法の改正（4月）�
�
同法の改正（4月）�
�
地方分権一括法による同法の改�
正（7月）�

明治21年�
�
�
�
同 22年�
�
�
�
同 42年12月�
�
大正 5年 6月�
�
同  7年 4月�
�
昭和 8年 4月�
�
�
�
同 22年 1月�
�
同　年 8月�
�
同 28年10月�
�
同 30年 3月�
�
同 31年 9月�
�
同 32年 7月�
�
�
同 36年 6月�
�
�
�
�
同 50年 4月　�
�
同 60年 4月�
�
平成  7年 4月�
�
同 11年 4月�
�
同 12年 4月�

同４０年 ４月　　３,３９２�

同１５年 ２月�
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市
立
図
書
館
は
、
兵
庫
県
で

は
神
戸
市
立
中
央
図
書
館
に
次

い
で
二
番
目
に
古
く
、
大
正
五

年
に
開
館
し
ま
し
た
。
場
所
や

規
模
を
幾
度
と
な
く
変
え
な
が

ら
、
昭
和
四
十
一
年
か
ら
は
、

洲
本
中
央
公
民
館
の
三
階
で
、

郷
土
資
料
や
地
域
の
文
化
・
伝

統
を
活
か
し
た
図
書
の
貸
し
出

し
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。�

　
利
用
者
は
、
洲
本
市
民
だ
け

で
な
く
、
島
内
各
地
の
幅
広
い

年
齢
層
の
人
に
利
用
さ
れ
て
お

り
、
平
成
十
年
九
月
に
は
、
新

図
書
館
と
し
て
現
在
の
地
で
生

ま
れ
変
わ
り
、
今
年
は
開
館
二

周
年
目
に
当
り
ま
す
。�

　
現
在
の
蔵
書
は
約
１
１
万
８，

０
０
０
冊
で
、
１
冊
ご
と
に
タ

イ
ト
ル
や
著
者
、
本
の
ペ
ー
ジ

数
な
ど
、
本
に
関
す
る
情
報
を

記
録
し
た
図
書
館
業
務
用
の

「
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ
」（
マ
ー
ク
＝
機
械

可
読
目
録
）
が
つ
い
て
お
り
、

そ
れ
を
読
み
取
ら
せ
て
、
探
し

た
い
本
が
簡
単
に
検
索
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
た
び
、
開
館
当
初
か
ら

計
画
の
あ
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
図
書
検
索
シ
ス
テ
ム

が
完
成
し
ま
し
た
。�

　
こ
れ
ま
で
は
、
直
接
図
書
館

に
行
か
な
け
れ
ば
知
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
「
図
書
館
が
所

蔵
し
て
い
る
か
ど
う
か
」
「
貸

出
が
で
き
る
か
ど
う
か
」
「
今
、

貸
し
出
し
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
」
な
ど
の
情
報
が
、
自
宅
な

ど
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
で
簡
単
に

知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。�

　
市
内
の
各
学
校
に
お
い
て
も
、

児
童
・
生
徒
た
ち
が
、
教
室
に

設
置
さ
れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
で

簡
単
に
図
書
検
索
が
で
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
双
方
向
シ
ス
テ
ム
を

生
か
し
て
、
借
り
た
い
本
が
貸

出
中
の
場
合
は
予
約
し
た
り
、

所
蔵
し
て
い
な
い
場
合
に
は
購

入
を
希
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
は
、
図
書
館
利

用
者
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。�

　
こ
の
ほ
か
、
図
書
館
の
あ
ゆ

み
や
お
知
ら
せ
、
行
事
予
定
、

貸
出
人
気
図
書
の
ラ
ン
キ
ン
グ

な
ど
の
基
本
的
な
情
報
も
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
な
お
、
こ
の
検
索
シ
ス
テ
ム

は
、
貸
出
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
と
は
別
の
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
個
人
情
報
が

外
部
に
漏
れ
る
心
配
は
あ
り
ま

せ
ん
。�

ができます�

新
し
く
生
ま
れ�

変
わ
っ
て
二
年
目�

双
方
向
機
能
を
生
か
し
た
シ
ス
テ
ム�

  

貸
出
予
約
、
購
入
希
望
は
利
用
者
カ
ー
ド
が
必
要�

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
に
頻
繁
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
ば
「
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
」
。�

経
済
や
産
業
、
研
究
の
分
野
だ
け
で
な
く
、�

私
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。�

こ
の
た
び
市
立
図
書
館
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
図
書
検
索
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
ま
し
た
。�

便
利
で
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
図
書
館
に
、
是
非
、
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
　�

貸出予約�

購入希望�

市立図書館�

姉妹で仲良くインターネット�
「ＣＡＴＶインターネットは、早くつながり時間も気にせず利用できます。特に私は、チャ
ットを楽しんでいます。また夏休みの自由研究では、インターネットで資料を探すことがで
きたし、今は、市の図書館の蔵書も検索できるので、とても便利で役立っています。これか
らは是非、ホームページをつくりたいです。」と、下内膳の安岡里佳さん（中学校１年生・写
真右）、希恵さん（小学校４年生・写真左）姉妹は、インターネットを楽しんでいます。�
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市
で
は
、
平
成
十
一
年
度
に

完
成
し
た
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
（
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
）
網
を
使
っ
て
、
六

月
か
ら
「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
―
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
実
験
サ
ー
ビ
ス
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
施
設
を

テ
レ
ビ
に
利
用
す
る
だ
け
で
な

く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
接
続

し
た
も
の
で
す
。�

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
月
額
利

用
料
金
は
二
千
五
百
円
で
、
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
電
話
を
利
用
す
る
た
め
、

電
話
料
金
は
、
常
時
接
続
し
て

い
て
も
不
要
で
す
。�

　
な
お
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
加

入
す
る
に
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
電
話

を
設
置
し
、
一
般
の
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
と
契
約
し
て
い
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。�

　
最
近
の
Ｉ
Ｔ
ブ
ー
ム
の
影
響

も
あ
っ
て
十
月
末
現
在
で
、
加

入
者
数
は
五
百
名
を
超
え
て
い

ま
す
。
こ
の
実
験
サ
ー
ビ
ス
の

概
要
は
、
「
淡
路
島
に
ぎ
わ
い

ネ
ッ
ト
」
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

関
心
の
あ
る
人
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。�

��

　「
淡
路
島
に
ぎ
わ
い
ネ
ッ
ト
」

に
市
民
の
た
め
の
情
報
広
場
を

開
設
し
て
、
加
入
者
ペ
ー
ジ
の

紹
介
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
通
信
速
度
を
保
つ
た
め
、

加
入
状
況
を
見
な
が
ら
上
位
回

線
を
確
保
し
て
い
く
よ
う
に
し

ま
す
。�

いつでも�

つ
な
が
る�

いくら使っても 固定料金の�

月額  2,500円�
加
入
者
が
5
0
0
人
を
超
え
ま
し
た�

こ
れ
か
ら
の
展
開�

洲本市のホームページが新しくなりました。（関連記事は１６ページ）�
�

洲本市�

　詳しいことについては、市役所情報課�

（☎２２・３３２１）へお問い合せください。�

淡路島にぎわいネット�

▼

　淡路島にぎわいネットでは洲本市ケー

ブルテレビのコミュニティチャンネル

「すもとチャンネル」や「洲本市情報交

流センターからの風景」のＬＩＶＥ放送

を行っています。�

ホームページアドレス　http://www.sumoto.gr.jp

トップページ�
所蔵資料を探す�
お知らせ�
どんな図書館？�
行事予定�
利用案内�
　児童室�
　対面朗読のご案内�

図書館のあゆみ�
図書館カレンダー�
貸出トップ10�
新着案内�
おすすめ図書�
リンク集�
お問い合わせ�

http://www.library.city.sumoto.hyogo.jp

・図書館にある図書、雑誌、ビデオ・ＣＤ�
　の検索・予約�
・新聞一覧�
・古書目録�

資料検索� 新聞一覧� 古書目録�

検索条件を一項目以上入力して、［検索実�
行］ボタンを押してください。タイトル、�
作者名、出版社名の一部分、読みでの検索�
が可能です�
（注）カタカナは、全角で入力してください。�

タイトル　五体�

作 者 名�

出版社名�

検索キー：タイトル＝五体、作者名＝、出版社�
名＝、タイトルをクリックすると、貸出予約・�
購入希望を行うことが出来ます。�

利用者データ入力欄�

利用者データ入力欄�

電話　E-Mail�
自宅　勤務先�

●所蔵資料を探す�

●資料検索�
●貸出予約�

●購入希望�

検索実行� もどる�

お名前�
フリガナ�
�
連絡方法�
連絡先�

お名前�
フリガナ�
利用者カード番号�

http://www.library.city.sumoto.hyogo.jp
「所蔵資料を探す」場合のポイントを表示します。�

Ｉ
Ｔ�

5

●検索結果�

実験サービス�

CATV�
インターネットインターネット�
CATV�

インターネット�
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介
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私
た
ち
は
今
、
高
齢
社
会
の

中
に
あ
り
、
二
十
一
世
紀
の
半

ば
に
は
三
人
に
一
人
が
高
齢
者

と
い
う
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。�

　
寝
た
き
り
や
痴
呆
の
高
齢
者

が
増
え
る
一
方
で
、
介
護
す
る

人
の
高
齢
化
や
、
働
き
に
出
る

女
性
が
増
え
る
な
ど
家
族
だ
け

で
介
護
を
行
う
の
が
難
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

介
護
は
誰
も
が
直
面
す
る
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
そ
こ
で
、
介
護
を
必
要
と
す

る
人
、
介
護
を
行
う
人
を
社
会

全
体
で
支
え
て
い
こ
う
と
始
め

ら
れ
た
の
が
、
「
介
護
保
険
制

度
」
で
す
。�

　
保
険
料
を
納
め
る
の
は
、
四

十
歳
以
上
の
す
べ
て
の
国
民
で

す
。�

　
六
十
五
歳
以
上
の
「
第
一
号

被
保
険
者
」
と
、
四
十
歳
か
ら

六
十
四
歳
ま
で
の
「
第
二
号
被

保
険
者
」
と
に
区
別
し
て
保
険

料
の
金
額
や
納
め
方
が
異
な
っ

て
い
ま
す
。
第
二
号
被
保
険
者

の
保
険
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
で
算
定

さ
れ
、
介
護
保
険
制
度
が
始
ま

っ
た
四
月
か
ら
医
療
保
険
料
と

一
括
で
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
の
特
別
対
策
と
し
て

据
え
置
か
れ
て
い
た
第
一
号
被

保
険
者
の
保
険
料
の
納
付
は
十

月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。�

　
介
護
保
険
は
、
自
ら
助
け
合

い
の
精
神
で
、
全
体
の
費
用
の

一
部
を
保
険
料
と
し
て
負
担
し

て
い
た
だ
き
、
必
要
な
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
趣
旨
を
皆
さ
ん
に
ご
理
解

い
た
だ
き
、
保
険
料
の
納
め
忘

れ
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。�

　
介
護
保
険
制
度
で
は
、
要
介

護
・
要
支
援
認
定
の
有
効
期
限

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

有
効
期
限
終
了
後
も
引
き
続
き

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場

合
は
、
「
更
新
認
定
」
の
申
請

が
必
要
で
す
。
申
請
は
有
効
期

限
の
切
れ
る
六
十
日
前
か
ら
で

き
ま
す
。�

　
ま
た
、
心
身
の
状
態
が
変
化

し
た
場
合
は
、
期
限
内
で
あ
っ

て
も
「
変
更
申
請
」
を
し
て
く

だ
さ
い
。�

10
月
か
ら
65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の�

　
　
　
　
　
　
納
付
が
始
ま
り
ま
し
た�

高
齢
社
会
を
支
え
る
介
護
保
険�

保
険
料
を
納
め
る
の
は
、�

　
　
　
40
歳
以
上
す
べ
て
の
人�

　
「
介
護
保
険
制
度
」
が
今
年
四
月
ス
タ
ー
ト
。
全
国
の
市
町
村
で
介
護
を
必
要
と
す
る
人

が
さ
ま
ざ
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
保
険
の
給
付
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
保
険
給
付
の
た

め
に
必
要
不
可
欠
な
の
が
、
四
十
歳
以
上
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
で
す
。
十
月
か
ら
は

こ
れ
ま
で
据
え
置
か
れ
て
い
た
六
十
五
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
の
納
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。�

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
引
き�

続
き
利
用
さ
れ
る
人
は
、�

更
新
申
請
を�

介護保険で受けられるサービス�
　介護サービスには、家庭などで利用する「在宅介護サービス」と施設に入所して利用する「施

設介護サービス」があり、心身や家庭の状況などに適したサービスを受けることができます。�

　今月号から介護サービスの内容を毎月紹介していきます。�

1

■訪問介護（ホームヘルプ）� ■通所介護（デイサービス）�

ホームヘルパーなどが家庭を訪問し、食事、入浴、排泄

の介助や、炊事、

掃除、洗濯など日

常生活の手助けを

行います。早朝や

夜間に安否確認や

排泄など短時間の

介助をする「巡回

型」もあります。�

デイサービスセンター（日帰り介護施設）などに

通い、食事、

入浴の提供

や、日常動

作訓練、レ

クリエーシ

ョンなどが

受けられま

す。�

介
護
保
険
の
保
険
料

介
護
保
険
の
保
険
料�
介
護
保
険
の
保
険
料

介
護
保
険
の
保
険
料�
介
護
保
険
の
保
険
料�
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◆問い合せ先　保険料に関することは、総務部税務課（☎２２・３３２１）へ。�
　　　　　　　介護保険全般に関することは、健康福祉部介護福祉課（☎２２・９３３３）へ。�

5月・8月・10月・12月・1月�13年度以降�
13年度以降�

10月・12月・2月 

10月・12月・1月�

12年度�

12年度�

納　付　月�

納　付　月�

市から送付した納付書により、指定金融機関で納�
めてください。�
口座振替をご利用の場合は、事前に金融機関か市�
役所税務課で振替手続きをしてください。�

年金から保険料が天引きされますの�
で、手続きは必要ありません。�

老齢・退職年金の受給額 �
が年18万円未満の人�
（年金未受給者も含む）�

老齢・退職年金の受給額�
が年18万円以上の人�
（遺族年金、傷害年金は �
対象となりません）�

◆第1号被保険者（65歳以上の人）の保険料の納め方�

◆第1号被保険者（65歳以上の人）の保険料�

・年度途中で65歳になっ�
　た人�
・65歳以上で年度途中に�
　転入された人�

納付書で保険料を納める �

「普通徴収」�
（口座振替も利用できます）�

年金から保険料が天引きされる�

「特別徴収」�

年　度�

年　度�

4月・6月・8月・10月�

12月・2月�

第１号被保険者�
65歳以上の皆さん�

４，０５０円�

�

６，０７５円�

�

８，１００円�

�

１０，１２５円�

�

１２，１５０円�

第１段階�

�

第２段階�

�

第３段階�

�

第４段階�

�

第５段階�

平成12年度保険料（年額）�対　　　　　象　　　　　者�

　　生活保護受給者　　世帯全員が市民税非課税の老齢福祉年金受給者�

�

　　世帯全員が市民税非課税の人（本人含む）�

�

　　世帯のだれかに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税の人�

�

　　本人に市民税が課税され、前年の合計所得金額が２５０万円未満の人�

�

　　本人に市民税が課税され、前年の合計所得金額が２５０万円以上の人�

▽ ▽

▽
▽

▽
▽

65歳以上の人の保険料と納め方は次のとおりです�

※１２年度の保険料は半額に軽減されています。�
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淡
路
青
少
年
本
部
で
は
、
毎
年
、
島
内
の
小
、
中
、
高
校
生
を
対
象
に
「
青
少
年
の

主
張
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
応
募
作
品
八
百
二
十
六
点
の
中
か
ら
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
高
田
沙
也
加
さ
ん
と
川
村
麻
衣
子
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。�

　
わ
た
し
が
し
ょ
う
ら
い
な
り�

た
い
の
は
、
び
よ
う
し
で
す
。�

な
ぜ
な
ら
、
お
か
あ
さ
ん
と
お�

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
し
て
い
る
か
ら�

で
す
。
お
か
あ
さ
ん
と
お
ば
あ�

ち
ゃ
ん
が
、
お
き
ゃ
く
さ
ん
に�

カ
ッ
ト
や
パ
ー
マ
を
し
て
い
る�

の
を
見
て
い
る
と
、
楽
し
そ
う�

だ
か
ら
で
す
。�

　
わ
た
し
も
、
か
み
の
毛
を
さ�

わ
る
の
が
大
す
き
で
す
。
と
き�

ど
き
、
人
ぎ
ょ
う
の
か
み
の
毛�

を
さ
わ
っ
て
、
二
つ
に
分
け
て�

く
く
る
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
ま
す
。�

み
つ
あ
み
や
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
も�

よ
く
し
ま
す
。
ひ
ま
な
と
き
は
、�

パ
ー
マ
の
ロ
ッ
ト
を
ま
く
手
つ�

だ
い
を
し
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ�

ん
が
、�

　
「
さ
や
か
、
大
き
く
な
っ
た�

ら
、
い
っ
し
ょ
に
パ
ー
マ
や
さ�

ん
し
よ
う
ね
。
」�

と
わ
た
し
に
言
い
ま
す
。�

　
も
し
び
よ
う
し
に
な
れ
な
か�

っ
た
ら
、
小
学
校
の
先
生
に
な�

り
た
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
せ�

い
と
た
ち
と
た
い
い
く
や
こ
く�

ご
や
さ
ん
数
な
ど
い
ろ
い
ろ
な�

べ
ん
き
ょ
う
が
で
き
る
し
、
せ�

い
と
た
ち
と
な
か
よ
く
な
れ
る�

か
ら
で
す
。
わ
た
し
は
、
た
く�

さ
ん
の
お
と
も
だ
ち
と
お
し
ゃ�

べ
り
を
す
る
の
が
大
す
き
で
す
。�

　
ぜ
っ
た
い
び
よ
う
し
か
小
学�

校
の
先
生
の
ど
ち
ら
か
に
は
、�

な
り
た
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま�

す
。
ど
ち
ら
も
い
い
し
ご
と
な�

の
で
、
も
く
ひ
ょ
う
に
む
か
っ�

て
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い�

き
ま
す
。�

　
あ
る
日
、
先
生
か
ら
一
枚
の�

白
い
紙
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ�

は
平
成
十
二
年
三
月
に
制
定
さ�

れ
た「
ひ
ょ
う
ご
青
少
年
憲
章
」�

で
し
た
。「
一
、
自
分
を
大
切
に�

し
、
自
ら
を
律
し
、
行
い
に
責�

任
を
も
っ
て
生
き
て
い
こ
う
」�

「
二
、
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
正�

義
感
を
も
ち
、
社
会
を
担
う
一�

人
と
し
て
生
き
て
い
こ
う
」「
三
、�

人
の
痛
み
や
喜
び
を
感
じ
あ
え�

る
心
を
も
っ
て
生
き
て
い
こ
う
」�

「
四
、
多
様
な
人
々
の
存
在
を�

受
け
入
れ
、
と
も
に
支
え
あ
っ�

て
生
き
て
い
こ
う
」
「
五
、
自�

然
を
愛
し
、
生
命
を
尊
び
、
み�

え
な
い
世
界
に
も
襟
を
正
し
て�

生
き
て
い
こ
う
」
「
六
、
先
人�

に
学
び
、
明
日
に
夢
を
え
が
き
、�

勇
気
を
も
っ
て
未
来
を
拓
い
て�

い
こ
う
」
と
私
に
力
強
く
呼
び�

か
け
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
そ
の
下
に
は
、
今
淡
路�

島
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
淡
路�

花
博
」
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ�

ク
タ
ー
の
製
作
者
の
永
田
萌
さ�

ん
の
か
わ
い
ら
し
い
絵
が
描
か�

れ
て
い
ま
し
た
。�

　
私
は
、
六
つ
の
中
で
第
三
章�

と
第
四
章
が
心
に
強
く
残
り
ま�

し
た
。
ま
ず
第
三
章
は
、
人
の�

立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
ら�

れ
る
心
の
大
切
さ
に
つ
い
て
書�

か
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ�

の
こ
と
は
、
と
て
も
難
し
い
こ�

と
だ
し
、
忘
れ
が
ち
な
こ
と
だ�

け
ど
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り�

の
中
で
一
番
大
切
な
こ
と
で
は�

な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、�

言
葉
に
気
を
つ
け
る
こ
と
も
そ�

の
一
つ
で
す
。
も
し
自
分
が
言�

わ
れ
た
ら
と
い
う
こ
と
を
常
に�

考
え
て
い
る
と
、
人
を
傷
つ
け�

る
よ
う
な
言
葉
を
発
す
る
こ
と�

も
少
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。�

　
次
に
第
四
章
は
、
普
段
私
た�

ち
が
無
意
識
の
う
ち
に
し
て
い�

る
障
害
者
へ
の
差
別
に
つ
い
て�

書
か
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。�

私
は
今
ま
で
学
校
な
ど
で
、
ア�

イ
マ
ス
ク
体
験
や
車
い
す
体
験�

な
ど
色
々
な
体
験
を
し
ま
し
た
。�

講
師
の
先
生
に
来
て
頂
い
て
、�

目
や
耳
な
ど
身
体
に
障
害
の
あ�

る
人
に
つ
い
て
、
色
々
な
お
話�

を
聞
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
普�

段
私
た
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う�

に
、
歩
道
に
自
転
車
を
止
め
て�

い
た
こ
と
が
、
障
害
者
に
は
ど�

れ
だ
け
迷
惑
に
な
っ
て
い
た
か�

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
目
に�

障
害
が
あ
る
人
は
、
自
転
車
で�

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
さ
え
ぎ
ら
れ�

て
前
に
進
み
に
く
く
な
り
ま
す
。�

車
い
す
に
乗
っ
て
い
る
人
は
、�

歩
道
が
せ
ま
く
て
通
れ
な
い
の�

で
、
ほ
か
の
道
に
回
ら
な
け
れ�

ば
い
け
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
れ�

か
ら
は
、
絶
対
に
歩
道
に
自
転�

車
を
お
か
な
い
よ
う
に
し
よ
う�

と
思
い
ま
し
た
。�

　
実
際
に
ア
イ
マ
ス
ク
を
し
て�

歩
い
て
い
る
と
、
真
っ
す
ぐ
に�

歩
け
て
い
な
い
よ
う
な
気
が
し�

た
り
、
前
に
何
か
障
害
物
が
な�

い
か
不
安
に
な
っ
た
り
し
ま
し�

た
。
一
人
で
歩
く
の
は
、
と
て�

も
怖
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。�

　
車
い
す
に
乗
っ
て
い
る
と
、�

普
段
は
せ
ま
く
感
じ
な
か
っ
た�

廊
下
や
教
室
の
机
と
机
の
間
が�

す
ご
く
通
り
に
く
か
っ
た
り
、�

少
し
の
段
差
で
も
な
か
な
か
上�

れ
な
か
っ
た
り
し
ま
し
た
。
ト�

イ
レ
に
行
く
の
も
車
に
乗
る
の�

も
階
段
を
上
が
り
下
が
り
す
る�

の
も
と
て
も
大
変
な
こ
と
だ
し
、�

介
助
が
必
要
な
こ
と
も
た
く
さ�

ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。�

　
今
は
勇
気
が
な
く
て
で
き
な�

い
け
ど
、
障
害
者
に
出
会
っ
た�

ら
自
分
か
ら
、�

「
何
か
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と�

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」
と
声
を�

か
け
る
こ
と
が
で
き
る
勇
気
を�

持
ち
ま
す
。�

　
障
害
を
も
っ
た
人
だ
け
で
な�

く
、
小
さ
な
子
ど
も
、
高
齢
者
、�

外
国
の
人
々
な
ど
、
こ
れ
か
ら�

た
く
さ
ん
の
様
々
な
人
と
出
会�

う
と
思
う
け
ど
、
そ
の
時
に
は�

人
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考�

え
、
多
様
な
人
々
の
存
在
を
受�

け
入
れ
る
事
が
で
き
る
器
の
大�

き
な
人
に
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。�

　
永
田
萌
さ
ん
は
、
花
と
人
間�

と
の
良
い
関
係
を
象
徴
さ
せ
る�

ミ
ツ
バ
チ
の
男
の
子
を
妖
精
と�

し
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
し
て�

「
ユ
メ
ハ
ッ
チ
」
を
制
作
さ
れ�

た
と
聞
き
ま
し
た
。
花
を
守
り�

育
て
な
が
ら
、
花
か
ら
な
ぐ
さ�

め
や
や
す
ら
ぎ
、
元
気
を
も
ら

う
と
い
う
思
い
が
こ
め
ら
れ
て�

43

洲
本
第
三
小
学
校  

二
年
　
た
か
だ
　
さ
や
か�

「
ひ
ょ
う
ご
青
少
年
憲
章
」�

洲
浜
中
学
校  

一
年
　
川
村
　
麻
衣
子�

わ
た
し
の
ゆ
め

�

↑�

9月2日、みくまホール（ポートターミナルビル）で発表会が行われました。�
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◆
十
二
月
二
十
日
（水）�

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半�

　
洲
本
市
健
康
福
祉
館�

◆
十
二
月
二
十
五
日
（月）�

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半�

　
洲
本
保
健
所�

　
休
日
等
応
急
診
療
所
で
は
、�

休
日
や
夜
間
の
治
療
体
制
を
充�

実
さ
せ
る
た
め
、
平
日
夜
間�

（
午
後
六
時
〜
十
時
）
の
診
療�

を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
Ｘ
線
撮
影
装
置
な
ど
の
設
備�

も
充
実
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご�

利
用
く
だ
さ
い
。�

◆
診
療
時
間�

▽
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、�

　
八
月
十
五
日�

　
午
前
九
時
〜
正
午�

　
午
後
一
時
〜
午
後
五
時�

　
午
後
六
時
〜
十
時�

▽
木
曜
日
、
土
曜
日�

　
午
後
一
時
〜
午
後
五
時�

　
午
後
六
時
〜
午
後
十
時�

▽
そ
の
他
の
日�

　
午
後
六
時
〜
午
後
十
時�

▽
受
付
時
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
診�

療
終
了
時
間
の
三
十
分
前
ま
で�

で
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
同
診
療
所
（
☎�

２
４
・
６
３
４
０
）
へ
。�

い
る
そ
う
で
す
。�

　
「
ひ
ょ
う
ご
青
少
年
憲
章
」�

を
机
の
上
に
お
き
、
な
が
め
て�

い
て
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら�

も
、
自
分
を
大
切
に
し
、
相
手�

の
気
持
ち
の
わ
か
る
人
間
に
な�

ろ
う
と
。�

�

　
そ
の
外
の
市
内
の
小
中
学
校�

の
入
賞
者
は
、
次
の
皆
さ
ん
で�

す
。�

◆
優
秀
賞�

「
ぼ
く
の
ゆ
め
」�

　
小
出
有
望
君（
洲
三
小
二
年
）�

「
わ
た
し
の
す
ん
で
い
る
あ
わ�

じ
し
ま
」�

　
山
岡
優
里
恵
さ
ん
（
洲
三
小�

　
二
年
）�

◆
奨
励
賞�

「
陸
上
と
私
」�

　
堺
　
美
津
穂
さ
ん
（
洲
浜
中�

　
二
年
）�

「
笑
顔
で
暮
せ
る
社
会
を
」�

　
小
西
完
奈
さ
ん
（
安
乎
中
三�

　
年
）�

◆
入
賞�

「
わ
た
し
の
ゆ
め
」�

　
松
井
美
樹
さ
ん
（
洲
三
小
三�

　
年
）�

「
父
」�

　
井
高
亜
由
美
さ
ん
（
洲
浜
中�

　
二
年
）�

「
社
会
を
ひ
と
つ
に
！
」�

　
高
瀬
江
里
さ
ん
（
安
乎
中
二�

　
年
）�

この検査の範囲では、異常が認められませんでした。�

軽い異常を認めますが、様子を見てよいでしょう。�

異常を認めますが、早期に精密検査を受けるほどで�

はありません。�

日常生活に注意し、ときどき医療機関で受診してく�

ださい。�

異常を認めましたので、早期に医療機関で精密検査�

（再検査を含む）を受け、病気の有無、程度を確か�

めてください。�

病気の疑いがありますので、早期に医療機関で受診�

してください。�

現在治療中ですので、引き続き主治医の指示に従っ�

て治療を続けてください。�

〈健診結果の判定区分〉�

正　　　常�ほ ぼ 正 常�要　注　意　�要精密検査・要医療�要継続医療�
年代別�

～39歳�

40～49歳�

50～59歳�

60～69歳�

70歳以上�

（36人）�

（172人）�

（429人）�

（681人）�

（804人）�

22.2％�
（8人）�

8.3％�
（3人）�

25.0％�
（9人）�

38.9％�
（14人）�

5.6％�（2人）�

1.7％�（3人）�

↓�

健
康
福
祉
館
だ
よ
り
⑧

集
団
健
診
結
果
な
ど
の
お
知
ら
せ�

問
い
合
せ
先�

健
康
福
祉
部
健
康
課�

☎
2
2
・
3
3
3
7

広
告�

夢あるくらしのパートナー�

理 事 長 � 藤　　　勝�
本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）�
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域５ヵ店　播磨地域７ヵ店�

献

血

日

程

�

　７月３１日（月）から８月２５日（金）の１１日間にわたっ

て行われた、夏の生活習慣病集団健診結果がまとまりま

した。ガンなどの生活習慣病は自覚症状が少なく、潜伏

期での早期発見、予防には生活習慣病健診を継続的に受

けることが大切です。�

　年１回の健診を習慣付け、健康状態を確かめましょう。�

正　　　常�

ほ ぼ 正 常�

要　注　意�

要　精　検�

要　医　療�

要継続医療�

夏の夏の�
生活習慣病集団健診結果生活習慣病集団健診結果�
　　　　　　　　をお知らせしますをお知らせします�

19.8％�
（34人）�

26.7％�
4 .1％�

（46人）�

（7人）�

3.5％�（28人）�

2.0％�（14人）�

3.0％�（13人）�

2.0％�（16人）�

47.7％�
（82人）�

10.0％�
（43人）�

29.8％�
（128人）�

46.7％�
（200人）�

10.5％�
（45人）�

16.9％�
（115人）�

6.3％�
（43人）�

53.0％�
（361人）�

21.8％�
（148人）�

15.5％�
（125人）�

48.6％�
（391人）�

30.4％�
（244人）�

夏の�
生活習慣病集団健診結果�
　　　　をお知らせします�



１０�

　
十
一
月
二
十
七
日
（月）
か
ら
十

二
月
八
日
（金）
ま
で
、
家
庭
の
粗

大
ご
み
の
大
掃
除
を
行
い
ま
す
。

ご
み
を
出
す
と
き
は
、
次
の
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。�

▽
「
燃
え
る
ご
み
」
と
「
燃
え�

な
い
ご
み
」
に
分
別
し
て
、
小�

さ
な
ご
み
は
、
指
定
ご
み
袋
に�

入
れ
て
く
だ
さ
い
。�

▽
決
め
ら
れ
た
日
の
午
前
十
時�

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出�

し
て
く
だ
さ
い
。�

▽
通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ�

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。�

▽
悪
天
候
な
ど
で
中
止
す
る
場�

合
は
広
報
車
で
お
知
ら
せ
し
ま�

す
。�

次
の
ゴ
ミ
は
収
集
で
き

ま
せ
ん�

▽
事
業
系
ご
み
（
商
店
や
事
業�

所
、
工
場
な
ど
か
ら
出
る
ご
み
）

▽
危
険
物
（
爆
発
や
火
災
発
生�

の
恐
れ
の
あ
る
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
農
薬
、
化�

学
薬
品
な
ど
）�

▽
処
理
困
難
物
（
収
集
困
難
な
、

オ
ー
ト
バ
イ
、
タ
イ
ヤ
、
農
機�

具
、
焼
却
灰
な
ど
）�

事
故
防
止
に
ご
協
力
を�

▽
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
は
完
全
に�

使
い
切
り
、
ガ
ス
抜
き
を
し
て�

か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

▽
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
灯
油
は
完

全
に
使
い
切
っ
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。�

▽
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
は
、
電
池�

を
抜
く
な
ど
発
火
装
置
を
壊
し�

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
環
境
整�

備
課
（
☎
２
２
・
３
３
２
１
内�

線
３
４
３
）
へ
。�

�

家庭のごみを減らし、資源ごみの回収に�

ご協力いただくため、「指定ごみ袋」と「リ�

サイクルバッグ」を交換しています。�

� ◆交換できる袋　�
　指定ごみ袋（可燃用・不燃用�

　いずれでも可）２０枚以上�

◆交換できる枚数　�
　１世帯につき�

　「リサイクルバッグ」１枚�

　（バッグは１，０００枚用意）�

◆交　換　場　所　�
　市役所環境整備課、�

　由良支所、リサイクルセンター�

　「みつあい館」�

リサイクルバッグ交換�

資源回収用�

リサイクルバッグ�

洲　本　市�
この袋は繰り返しご使用ください�

アルミ缶�

スチール缶�

歳末の大掃除実施日程�
実 施 日 � 清　　　掃　　　区　　　域�

11月27日（月）

11月29日（水）

11月30日（木）

12月１日（金）

12月４日（月）

12月５日（火）

12月６日（水）

12月８日（金）

広
告�本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　 ５店�

　　　明石市　　 １店�

　　　西宮市　　 １店�

今日も楽しいおつきあい�

会　長�

理事長�

瀧　川　福　市�
瀧　川　好　美�
�

〜
ご
み
は
分
別
し
て
午
前
１０
時
ま
で
に
〜�

安乎地区、中川原地区�

上加茂、上内膳、下内膳、奥畑、上灘地区�

�旧内町地区�
海岸通、山手１～２丁目、栄町１丁目�

本町１～４丁目（内通商店街含む）�

山手３丁目の一部（白滝稲荷周辺）�

上物部、津田、金屋、前平、池田、木戸、�

池内、新村、赤坂団地�

塩屋、炬口、宇山、下加茂、桑間�

小路谷、由良地区、千草地区�

�
旧外町地区�

�

山手３丁目、栄町２～４丁目、�
本町５～８丁目（本町商店街含む）�

納地区、鮎屋地区�

物部、神子団地、宇原、戎ケ丘、大野�
池の山及び上物部の一部（太郎池周辺）�

今月の拠点回収� 11月23日（木）�
（第4木曜日）�

拠点回収一口
メモ�

回収する空き缶は？�
　アルミ缶とスチール缶で、リサイクルマークが

入っているものに限ります。容器の中身を空にし

て、水洗いし、軽く水切りをしてから出してくだ

さい。内容物の付着しているものや汚れのひどい

ものは、持ち込まないでください。�

缶類・びん類・ペットボトルは、拠点回収へ。新聞、雑誌、ダ

ンボールは地域の集団回収へ。また、リサイクルセンターでは、

これらの資源ごみを毎日（月曜日休館）受け付けています。�

＜資源ごみの回収にご協力を＞�



１１�

　
近
年
、
人
と
ペ
ッ
ト
の
関
係�

は
ま
す
ま
す
親
密
な
も
の
と
な�

り
、
日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
で�

か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て
、

そ
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
飼
い
主
の
不
適
切
な
飼�

育
に
よ
る
迷
惑
行
為
や
動
物
の�

遺
棄
、
虐
待
と
い
う
問
題
が
、�

社
会
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
こ�

と
か
ら
、
「
動
物
の
保
護
及
び�

管
理
に
関
す
る
法
律
」
が
改
正�

さ
れ
、
本
年
十
二
月
一
日
か
ら�

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。�

新
し
い
法
律
の
名
称
は
？�

�

「
動
物
の
保
護
及
び
管
理
に
関

す
る
法
律
」
か
ら
「
動
物
の
愛

護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」

に
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。�

　
新
し
い
法
律
で
は
、
飼
い
主

の
責
任
の
強
化
、
周
辺
の
生
活

環
境
の
保
全
に
関
わ
る
措
置
、

動
物
虐
待
に
対
す
る
罰
則
規
定

の
強
化
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。�

飼
い
主
の
責
任
は
？�

�

　
動
物
の
所
有
者
と
し
て
の
責

任
を
十
分
に
自
覚
し
、
動
物
の

健
康
や
安
全
を
保
護
し
、
他
人

に
危
害
を
加
え
た
り
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。�

　
さ
ら
に
、
名
札
や
標
識
な
ど

を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
所
有
者

を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

犬
の
登
録
は
環
境
整
備
課
へ�

�

　
生
後
九
十
日
以
上
の
犬
は
す

べ
て
登
録
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
登
録
は
市
役
所
環
境
整
備

課
で
受
け
付
け
て
お
り
、
登
録

時
に
お
渡
し
す
る
鑑
札
は
標
識

に
な
り
ま
す
。�

数
字
で
見
る
洲
本
の
犬�

　
〜
平
成
十
一
年
度
〜�

�

　
こ
の
ほ
ど
、
平
成
十
一
年
度

に
お
け
る
県
内
の
犬
の
デ
ー
タ

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
洲
本
市

分
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

▽
犬
の
登
録
数
　
二
千
四
百
頭

▽
犬
の
苦
情
相
談
件
数
　
百
九

十
六
件
　
▽
野
犬
等
の
収
容
頭

数
　
百
九
十
八
頭
　
▽
処
分
さ

れ
た
犬
の
頭
数
　
三
百
六
頭�

　
県
下
の
状
況
と
比
較
す
る
と
、

野
犬
等
の
収
容
頭
数
が
非
常
に

多
く
、
一
市
町
あ
た
り
で
は
、

神
戸
市
（
四
百
十
七
頭
）
、
姫

路
市
（
三
百
四
十
九
頭
）
に
次

い
で
、
ワ
ー
ス
ト
３
と
い
う
不

名
誉
な
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
犬
の
苦
情
相
談
は
、
な
る
べ

く
早
期
に
寄
せ
て
い
た
だ
く
と

解
決
で
き
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。�

▽
飼
い
犬
は
放
さ
ず
、
一
生
世

話
を
す
る
。
▽
の
ら
犬
な
ど
に

え
さ
を
与
え
ず
、
保
健
所
に
相

談
す
る
。
▽
繁
殖
制
限
に
努
め

る
。
な
ど
、
犬
は
ル
ー
ル
を
守

っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。�

　１１月２１日から２３日まで、厳島神社で「弁

天祭」が開催されます。洲本警察署ではこの期間

中、警察官を大量動員、最新鋭のビデオカメラを

装備した特殊車や覆面パトカーを配備、機動隊を

要請するなど厳戒態勢をしき、違法・迷惑行為に

対して強い姿勢で対処します。�

　また、市民の皆さんは、暴走行為を見物してい

ると巻き添えになる恐れもあり、暴走族を煽るこ

とにもなりますので、興味本意の見物や近くに寄

ったりすることは、絶対にしないでください。�

　　　　　　～ 洲 本 警 察 署 ～ �

洲本市・洲本警察署・洲本交通安全協会�

�

年末の交通事故防止運動�
12月1日（金）～31日（日）まで�

�重点目標　◆飲酒運転の追放�
　　　　　◆高齢者の交通事故防止�
　　　　　◆シートベルト着用の徹底とチャイルド�
　　　　　　シート着用の促進�
　　　　　◆夕暮れ時や夜間における交通事故防止�
�
洲本市から悲惨で恐ろしい交通事故をなくしましょう。�

�

暴走行為は許さない！�暴走行為は許さない！�
「弁天祭」開催中は、�

　　　　　警察は厳戒態勢！�

�

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て�

　
交
通
事
故
防
止
啓
発
事
業
の
一
つ
と
し
て
洲
本
市
、

洲
本
警
察
署
、
洲
本
交
通
安
全
協
会
が
募
集
し
た

「
交
通
安
全
川
柳
」
の
受
賞
作
品
が
次
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
。�

　
現
在
、
市
内
で
は
「
交
通
事
故
多
発
事
態
」
が
宣

言
さ
れ
て
い
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
ゆ
と
り

あ
る
運
転
で
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。�

◆
市
長
賞�

　
暴
走
音
　
母
の
悲
し
む
声
も
す
る�

　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
イ
ク
子
さ
ん
（
物
　
部
）�

◆
洲
本
警
察
署
長
賞�

　
よ
そ
見
す
る
　
だ
か
ら
車
も
よ
そ
見
す
る�

　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
美
智
子
さ
ん
（
栄
　
町
）�

◆
洲
本
交
通
安
全
協
会
会
長
賞�

　
お
出
か
け
に
「
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
」
僕
の
席�

　
　
　
　
　
　
　
　
布
袋
　
忠
張
さ
ん
（
由
　
良
）�

◆
洲
本
市
交
通
安
全
対
策
委
員
会
会
長
賞�

　
待
っ
て
い
る
　
家
族
が
い
る
か
ら
　
無
理
し
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
な
ほ
み
さ
ん
（
池
　
内
）�

◆
選
考
会
賞�

　
携
帯
中
　
周
り
の
車
は
　
警
戒
中�

　
　
　
　
　
　
　
　
仲
野
　
　
幹
さ
ん
（
安
乎
町
）�

　
老
人
も
「
交
通
マ
ナ
ー
」
は
忘
れ
ず
に�

　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
　
　
巌
さ
ん
（
由
　
良
）�

◆
ユ
ー
モ
ア
賞�

　
お
か
ま
嫌
　
十
分
取
ろ
う
車
間
距
離�

　
　
　
　
　
　
　
　
喜
田
　
定
男
さ
ん
（
物
　
部
）�

　
「
も
し
も
し
」
は
降
り
て
話
そ
よ
　
お
姉
ち
ゃ
ん�

　
　
　
　
　
　
　
　
井
沢
　
弘
民
さ
ん
（
山
　
手
）�

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞�

「
人
も
車
も
」
マ
ナ
ー
を
守
る
思
い
や
り�

　
　
　
　
　
　
　
　
平
山
　
弘
子
さ
ん
（
千
　
草
）�

　
お
は
よ
う
さ
ん
「
ル
ー
ル
」
守
っ
て
　
学
童
み
ち�

　
　
　
　
　
　
　
　
喜
田
　
佳
史
さ
ん
（
西
淡
町
）�

動
物
に
愛
情
を�

「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」�

　
　
　
十
二
月
一
日
　
ス
タ
ー
ト�

�
10月27日、犬のしつけ方教室が行われました。�

あお�



１２�

力 作 が ず ら り ～ 洲 本 市 美 術 展 ～ �

猿 回 し に 園 児 大 喜 び �
増井さんが�

防犯栄誉金章を受章�

食肉センターが三原に完成�

ゲートボールで交流�

写真�
ニュース�

　第５３回洲本市美術展が１１月１日から５日まで、洲本市民会館で開催されました。日本画や彫塑な

ど会場には１８２点もの力作が展示され、多くの美術ファンで賑いました。�

　市立由良保育所で１０月１７日、猿回しが行われ、由良保育所と由良南

保育所の園児約９０人が伝統的な猿芸を楽しみました。旅をしながら猿回

しを披露している猿舞師、筑豊大介さんが２匹の猿を使った曲芸を披露、

「輪くぐり」や楽しい演技に歓声が挙りました。�

　畜産業の基幹施設となる淡路広域行政事務組合の淡路食肉センタ

ーが、このほど三原町に完成しました。洲本市と三原町にある施設

を統合したもので、白とオレンジ色の外観、鉄骨１部３階建て延べ

１，２９０平方　、建設費は９億１，０００万円。処理能力は１日４０

頭で、８０頭分の枝肉を収容できる冷蔵庫を備えています。�

　市老人クラブ連合会のゲートボール大会が１０月３１日、

城戸アグリ公園で行われ、熱戦が繰り広げられました。�

メー�
トル�

　洲本防犯

協会専務理

事の増井洋

右さん（宇

山）がこの

ほど、長年

にわたって

地域に密着

した防犯協

会の組織づ

くりに取り

組んできたとして、警察庁などから「防犯栄誉金

章」を受章しました。増井さんは昭和５６年、同

協会理事に就任、以後、暴力団追放運動や青少年

の非行防止活動などに活躍されています。�



１３�

市 民 の 警 察 官 賞 に 打 越 巡 査 長 �

たぬきまつり開催�

全国大会で生活体験を発表�

「大野陽だまり館」まもなくオープン� 宝くじの助成で�
グラウンド整備機を購入�

　市民の皆さんの介護予防と健康増進を図るための施設として、

新村に建設中の「大野陽だまり館」がまもなく完成し、１２月

上旬から利用できます。同館には、機能訓練室や浴室などの設

備があり、健康な状態をより永く保っていただくための施設で

す。お気軽にご利用ください。�

　詳しくは、介護福祉課（☎２２・９３３３）へ。�

　このたび、市民球場のグラウンド整備機の充実を図るため、�

自治宝くじからの助成を受け、スポーツトラクターの付属品で�

あるハイバキューム、バイブロレイキを購入しました。�

　犯罪のない明るい洲本市

を目指して、防犯活動など

に功績のあった警察官に贈

られる「洲本市民の警察官

賞」に洲本警察署の打越光

章巡査長（４４歳）が選ば

れ１０月１１日、総合福祉�

会館で表彰式が行われまし

た（写真左）。打越巡査長

は、暴走族の取り締まりやストーカー、ひき逃げ容疑者の検挙などに貢献されています。

また、式典の後、「暴力団追放洲本市民大会」が行われ、洲本署員の手作りによる寸劇

「暴力団は恐くない」が披露されました。�

　芝居の神さまとして大阪・道頓堀の劇場「中座」に祭

られていた「柴右衛門たぬき」の里帰り１周年を記念し

た「たぬきまつり」が１１月１日、市民会館で行われま

した。まつりでは、たぬきにちなんだ落語や淡路島出身

の山口崇さんや出口ルナさんの朗読劇が披露されました。�

　「全国高校定時制通信制生

徒生活体験発表大会」（１１

月２６日、東京都で開催）に

出場する洲本高校定時制４年

生の阿部大祐さんが、このほ

ど市役所を訪れ、中川市長ら

の激励を受けました。阿部さ

んは、１０月に明石市で行わ

れた県大会に出場、「偏見を

越えて」の演題でスピーチを

して優勝、全国大会出場が決

まりました。�

▼
�

介護予防施設�



１４�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報�
にのっていたねと、ひと声か�
けてね。�

　
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
に
、
明�

る
い
お
正
月
を
迎
え
て
い
た
だ�

こ
う
と
「
歳
末
愛
の
た
す
け
あ�

い
運
動
」
を
十
一
月
中
旬
か
ら�

行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願�

い
し
ま
す
。�

　
こ
の
運
動
は
市
と
社
会
福
祉�

協
議
会
が
、
市
連
合
婦
人
会
や�

民
生
児
童
委
員
協
議
会
を
は
じ�

め
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご�

協
力
を
得
て
行
っ
て
い
る
も
の�

で
す
。�

　
昨
年
度
は
、
約
二
百
七
十
万�

円
も
の
募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
や

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
入
所

者
、
福
祉
施
設
な
ど
に
配
分
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

　
も
ち
ろ
ん
虫
歯
や
歯
周
病
の�

予
防
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て�

い
ま
す
。
だ
れ
も
が
そ
の
た
め�

に
歯
を
磨
く
わ
け
で
す
。�

　
で
も
歯
を
磨
く
こ
と
に
よ
り

ほ
か
に
も
優
れ
た
効
果
を
発
揮

し
ま
す
。�

　
口
の
中
に
は
だ
れ
で
も
常
在�

細
菌
叢
と
い
う
た
く
さ
ん
の
バ�

イ
菌
が
住
ん
で
い
ま
す
。
ど
ん�

な
に
綺
麗
に
し
て
い
て
も
そ
れ�

が
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ�

ん
が
、
不
潔
に
し
て
い
る
と
た�

く
さ
ん
増
え
て
き
て
、
そ
れ
が�

重
大
な
こ
と
を
引
き
起
こ
し
て�

し
ま
う
の
で
す
。�

　
現
在
、
高
齢
者
の
直
接
的
死�

亡
原
因
の
ト
ッ
プ
は
肺
炎
で
あ�

り
、
そ
の
中
で
も
誤
嚥
性
肺
炎�

が
か
な
り
の
数
を
占
め
て
い
る�

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
誤
嚥
と
は
口
の
中
か
ら
唾
液�

や
食
物
が
、
誤
っ
て
肺
へ
入
っ�

て
し
ま
う
こ
と
で
、
そ
の
た
め�

に
起
き
る
肺
炎
を
誤
嚥
性
肺
炎�

と
い
い
ま
す
。
高
齢
者
の
方
が�

よ
く
「
む
せ
る
」
よ
う
に
な
り�

ま
す
が
、
そ
れ
が
誤
嚥
で
昼
だ�

け
で
な
く
夜
の
寝
て
い
る
間
に�

も
起
こ
る
の
で
す
。�

　
も
し
誤
嚥
し
た
も
の
が
無
害�

な
も
の
で
あ
れ
ば
、
咳
き
込
ん�

だ
り
と
い
っ
た
方
法
で
、
た
い�

て
い
は
出
て
い
っ
て
く
れ
る
の�

で
問
題
は
な
い
の
で
す
が
、
も�

し
そ
れ
が
バ
イ
菌
の
塊
だ
っ
た�

ら
当
然
そ
こ
に
感
染
を
引
き
起�

こ
す
の
で
す
。
そ
れ
が
誤
嚥
性�

肺
炎
な
の
で
す
。�

　
で
す
か
ら
歯
磨
を
丁
寧
に
し�

口
の
中
の
バ
イ
菌
の
数
を
減
ら�

せ
ば
、
た
と
え
誤
嚥
を
し
て
も�

誤
嚥
性
肺
炎
に
な
り
に
く
く
な�

る
と
い
う
予
防
効
果
を
発
揮
す�

る
わ
け
で
す
。�

　
実
際
に
、
歯
磨
と
入
れ
歯
の�

清
掃
に
力
を
入
れ
た
と
こ
ろ
、�

肺
炎
に
な
る
人
が
減
少
し
た
老�

健
施
設
が
あ
る
そ
う
で
す
。�

　
た
だ
う
が
い
を
し
て
も
バ
イ�

菌
の
塊
で
あ
る
歯
糞
は
と
れ
ま�

せ
ん
。
歯
磨
を
し
て
始
め
て
全�

身
的
な
病
気
の
予
防
効
果
が
出�

て
く
る
わ
け
で
す
。�

����

　
皆
さ
ん
の
家
庭
に
タ
ヌ
キ
の�

置
物
や
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
、
タ�

ヌ
キ
に
関
す
る
グ
ッ
ズ
は
あ
り�

ま
せ
ん
か
。�

　
洲
本
市
市
街
地
活
性
化
セ
ン�

タ
ー
「
八
狸
委
員
会
」
で
は
、�

市
内
に
伝
わ
る
民
話
を
題
材
に�

し
た
「
八
狸
」
で
ま
ち
お
こ
し�

を
し
よ
う
と
「
八
狸
村
住
民
登�

録
事
業
」
を
始
め
て
い
ま
す
。�

　
届
け
出
に
は
写
真
添
付
が
必�

要
で
、
届
け
出
る
も
の
の
名
前�

と
生
年
月
日（
購
入
日
）、
性
別
、

住
所
と
世
帯
主
（
持
ち
主
）
、�

素
材
な
ど
を
申
告
し
て
く
だ
さ�

い
。
登
録
料
無
料
で
、
住
民
票�

は
「
兵
庫
県
洲
本
市
や
だ
ぬ
き�

村
長
・
柴
右
衛
門
」
の
名
前
で�

発
行
さ
れ
ま
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
商
工
会
議�

所
内
の
同
委
員
会
（
☎
２
２
・�

２
５
７
１
）
へ
。�

◆
受
付
期
間
　
平
成
十
三
年
一�

　
月
五
日
（金）
ま
で
。�

◆
応
募
資
格
　
中
学
校
卒
業�

　
（
見
込
み
を
含
む
）
の
人
で
、�

　
十
七
歳
未
満
の
男
子
。�

▼
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
淡
路
募�

集
事
務
所
（
☎
２
４
・
２
４
４�

９
）
へ
。�

歯

磨

を

す

る

理

由

�

太田雅啓 歯科医師�

歳
末
愛
の
た
す
け
あ
い�

運
動
に
ご
協
力
を�

自
衛
隊
生
徒
募
集�

太 田 歯 科 �

「
タ
ヌ
キ
グ
ッ
ズ
」�

　
　
　
登
　
録
　
中�「タヌキ」でまちおこしを�

募
集
中�

タ
ヌ

キ
グ
ッ
ズ

そ
う�

き
　
れ
い�

ご
　
え
ん�

は
　く
そ�



１５�

　
県
で
は
、
身
体
障
害
者
を
対�

象
と
し
た
職
員
募
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。�

◆
年
齢
要
件
　
平
成
十
三
年
四�

　
月
一
日
現
在
、
満
十
八
歳
〜�

　
三
十
歳
の
人�

◆
職
　
　
種
　
事
務
職�

◆
採
用
予
定
人
数
　
若
干
名�

◆
受
付
期
限
　
十
一
月
二
十
九�

　
日
（水）
（
郵
送
の
場
合
は
二
十�

　
七
日
（月）
の
消
印
有
効
）
ま
で
。�

◆
試
験
日
　
十
二
月
五
日
（火）�

▼
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、

県
人
事
委
員
会
事
務
局
職
員
課�

（
☎
０
７
８
・
３
４
１
・
７
７�

１
１
内
線
５
９
２
０
、
５
９
２

１
）
へ
。�

　
県
立
女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、�

出
産
や
育
児
、
介
護
な
ど
で
退�

職
し
た
人
、
扶
養
家
族
の
い
る�

人
、
経
済
的
自
立
を
目
指
し
て�

い
る
な
ど
で
、
現
在
求
職
活
動�

中
の
女
性
を
対
象
に
ホ
ー
ム
ヘ�

ル
パ
ー
講
習
の
受
講
生
を
募
集�

し
て
い
ま
す
。�

◆
講
習
期
間
　
平
成
十
三
年
一�

　
月
十
七
日
〜
三
月
二
十
一
日�

　
の
う
ち
二
十
三
日
間�

◆
会
　
場
　
県
立
女
性
セ
ン
タ�

　
ー
（
神
戸
市
中
央
区
）
ほ
か�

◆
申
込
日
　
十
二
月
十
四
日
（木）�

　
（
午
前
十
時
〜
正
午
、
午
後�

　
一
時
〜
三
時
）�

◆
申
込
場
所
　
県
立
女
性
セ
ン�

　
タ
ー�

▼
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、�

同
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
８
・
３�

６
０
・
８
５
５
０
）
へ
。�

　
十
二
月
四
日
（月）
か
ら
十
日
（日）�

ま
で
の
一
週
間
は
人
権
週
間
で�

す
。�

　
神
戸
地
方
法
務
局
洲
本
支
局�

と
洲
本
人
権
擁
護
委
員
協
議
会�

で
は
、
こ
の
人
権
週
間
行
事
の�

一
環
と
し
て
特
設
人
権
相
談
所�

を
開
設
し
ま
す
。
人
権
問
題�

（
名
誉
、
信
用
、
差
別
、
私
的�

制
裁
、
い
や
が
ら
せ
、
い
じ
め�

な
ど
）
で
お
悩
み
の
人
は
、
お�

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相�

談
は
無
料
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。�

◆
と
　
き
　
十
二
月
八
日
（金）�

　
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時�

◆
と
こ
ろ
　
市
役
所
南
庁
舎
三�

　
階
３
０
１
会
議
室�

▼
詳
し
く
は
、
神
戸
地
方
法
務�

局
神
戸
支
局
（
☎
２
２
・
０
４�

９
７
）
へ
。�

兵
庫
県
職
員
募
集�

（
身
体
障
害
者
対
象
）�

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級�

講
習
受
講
生
募
集�

特
設
人
権
相
談
を�

開

設

し

ま

す

�

保 育 園 児 募 集 �

わが家の　ホ ー プ�

　市内の各保育所では、来年４月から入所を希望する

園児の「入所申込書」の受け付けを行います。�

　保育所への入所は、母親など保護者が働いていたり、

出産、病人の看護などで常時、家庭で保育できない子

供が対象です。�

◆受付期間 　１１月２７日（月）～１２月２日（土）�

◆手 続 き　申込書に必要事項を書いて、事業主の就

　労証明書、民生児童委員の証明書、源泉徴収票、確

　定申告の写しなどを添付して、入所希望の保育所へ

　提出してください。申込書は、各保育所か市福祉課

　にあります。�

　詳しくは、市役所健康福祉部福祉課（☎２２・３３

３２  内線５１０）へ。�

▼
�

市立洲本保育所�

　　中川原保育所�

　　安乎保育所�

　　由良南保育所�

　　由良保育所�

私立洲本保育園�

　　千草保育所�

　　大野保育所�

保育所名� 定員� 所在地及び電話番号�
栄町三丁目３―１０�

中川原町中川原９７０�

安乎町北谷１１７７―１�

由良町由良２３５３�

由良二丁目５―２４�

本町七丁目４―２５�

千草己２５�

大野７４０―１�

�

☎２２・０８６３�

☎２８・０１２０�

☎２８・０１７３�

☎２７・０５３０�

☎２７・００７９�

☎２２・０８９７�

☎２２・６６００�

☎２４・４７５０�

　９０�

　６０�

　８０�

　６０�

１２０�

１１５�

　９０�

　６０�

（栄町）�兄妹仲良く、元気に育ってね。母：千代さん�

西 田 凱 登 ちゃん�

心 ちゃん�

かい　　　と�

こころ�
（平成9年10月17日生まれ）�

（平成12年2月3日生まれ）�

�����
�����
�����人権啓発映画が放映されます�

�　と　き　１２月１０日（日）午後１時～１時５４分�
　放送局　サンテレビジョン�
　内　容　人権啓発映画「こころの架け橋」�
　また、１２月７日、神戸文化ホールで「人権週間のつどい・�

　人権について考えるフォーラム」が行われます。入場は�

　無料です。�

　詳しくは、（財）県人権啓発協会（☎０７８・２４２・５３５５）へ。�

▽
�▽
�

▽
�

▼
�

●12月1日は、世界エイズデーです。�
「エイズを知って　あなたが変わる　わたしも変わる」�



１６�

　
長
年
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で�

社
会
に
貢
献
さ
れ
た
人
に
贈�

ら
れ
る
叙
勲
や
褒
章
の
受
章�

者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
お
め�

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

�
　
中
学
校
教
師
と
し
て
四
十
年�

間
、
生
徒
の
指
導
育
成
に
尽
力�

さ
れ
、
現
在
も
市
体
育
協
会
長
、�

県
体
協
理
事
と
し
て
活
躍
さ
れ�

て
い
ま
す
。�

�

　
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る�

消
防
団
活
動
を
四
十
一
年
余
り�

続
け
、
消
防
団
の
組
織
改
革
な�

ど
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
淡
路
広
域
消
防
（
事
）
消
防�

司
令
と
し
て
約
四
十
年
間
、
災�

害
救
助
や
消
防
設
備
計
画
策
定�

な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
昭
和
三
十
年
、
高
校
卒
業
後
、�

淡
路
信
用
金
庫
に
就
職
。
県
信�

用
金
庫
協
会
副
会
長
、
近
畿
地�

区
信
用
金
庫
協
会
理
事
な
ど
の�

公
職
を
歴
任
し
、
業
界
発
展
に�

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。�

　
昨
年
二
月
に
退
職
す
る
ま
で�

の
約
二
十
二
年
間
、
養
護
老
人�

ホ
ー
ム
由
良
荘
の
寮
母
を
努
め
、�

お
年
寄
り
の
お
世
話
を
献
身
的�

に
さ
れ
ま
し
た
。�

�

お
め
で
と
う�

�

秋
の
叙
勲
・
褒
章�

�

勲
五
等
瑞
宝
章�

�

勲
五
等
瑞
宝
章�

勲
六
等
単
光
旭
日
章�

勲
七
等
瑞
宝
章�

黄
　
綬
　
褒
　
章�

�

桑田　敏雄さん�

�

立花　清男さん�

間形　昌弘さん�

�

安倍　治子さん�

�

瀧川　好美さん�

（千草・６９歳）�（海岸通・７３歳）�

�

（海岸通・６５歳）�（本町・６６歳）�

�

（塩屋・６４歳）�

情報広場� Information  Plaza

より見やすく、便利になりました�

◆洲本市から　　　　　◆市民便利帳�
◆観　光　　　　　　　◆文化財・記念物�
◆教　育　　　　　　　◆産　業�
◆交　流　　　　　　　◆イベント�
◆市内イラストマップ　◆リンクのページ�

◆ホームページアドレス　http://www.awaji-is.or.jp/sumoto-city/

生
活
に
密
着
し
た
情
報
満
載�

生
活
に
密
着
し
た
情
報
満
載�

主 な 内 容 �
�

資源ごみ拠点回収など生活に密着した情報を掲載�

洲本市から世界へ向けて発進�市の施設紹介・エトワール生石では星空ウォッチング�
やトコロテンづくりなどの体験学習が出来ます。�



◆材料（４人分）�
りんご　　　　　　　　２個�

砂糖　　　　　　　カップ�

レモン汁　　　　　　１個分�

�

１７�

セ
ン�

チ�

セ
ス
ジ
ツ
ユ
ム
シ� ２２３�

８５�

セスジツユムシの雌�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の�

か
に
あ
ん
か
け�

�

と　き：１１月２５日（土）～１２月１０日（日）�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（火曜日休館）�

�

「図書館
カード」

で�

　　　　
　入 場

無 料�

�

◆その外、１年間有効のパスポートが５割引、抽選でアルフ

　ァビアグッズが貰えるクイズラリー、豪華商品が当たるス

　ペシャルバックの販売（１１月２５日、２６日のみ）など

　が行われます。�

　また、期間中は「ジョン・アルヴィン展」（関西初）とし

　て、映画「Ｅ．Ｔ．」「スター・ウォーズ」ディズニー「美

　女と野獣」「ライオンキング」など映画ポスター原画約５０

　点が、展示されます。�

　詳しくは、ミュージアムパーク・アルファビア（☎２６・

　１００１）へ。�

◆「洲本市立図書館カード」持参者は、美術館入場無料�

◆11月25日が誕生日の人に記念品進呈（入場も無料）�
�

美術館受付で、カードを提示してください。�

お一人に１枚のカードが必要です。�

美術館受付で、生年月日が確認できるものを提示してく�

ださい。�

◆図書館カードを作成される人に�

申込用紙は、図書館で用意しています。必要事項を書い�

て提出してください。本人と確認できる免許証などが必�

要です。�

▼
�

　
セ
ス
ジ
ツ
ユ
ム
シ
は
キ
リ
ギ

リ
ス
の
仲
間
で
、
体
長
は
二
　

前
後
、
体
色
は
緑
色
の
も
の
と

褐
色
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
背

面
の
中
央
に
、
雄
は
褐
色
、
雌�

は
黄
白
色
の
線
が
あ
り
、
後
羽

は
前
羽
よ
り
長
く
て
、
先
端
が

突
き
出
し
て
い
ま
す
。�

　
成
虫
は
八
月
か
ら
十
一
月
に

か
け
て
現
れ
、
夜
間
に
活
動
し

ま
す
。
雄
は
高
い
草
の
上
に
止

ま
っ
て
、
『
チ
チ
チ
、
ジ
ー
ッ
、

ジ
ー
チ
ョ
』
と
鳴
き
ま
す
。
産

卵
管
は
鎌
の
形
で
太
短
く
、
上

に
そ
っ
て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

植
物
の
葉
の
中
や
樹
皮
に
、
卵

を
生
み
付
け
ま
す
。�

　
セ
ス
ジ
ツ
ユ
ム
シ
は
、
本
州
、

四
国
、
九
州
に
分
布
し
て
い
る

普
通
種
で
、
淡
路
島
で
も
各
地

で
見
ら
れ
ま
す
。
本
種
に
よ
く

似
て
い
る
ア
シ
グ
ロ
ツ
ユ
ム
シ

は
、
名
前
の
通
り
足
の
一
部
が

黒
く
な
っ
て
い
ま
す
。�

り
ん
ご
ジ
ャ
ム�

�

栄養士 川 口 睦 子�

■
作
り
方�

①
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
小
房
に�

　
分
け
、
軸
は
斜
め
に
薄
く
切�

　
り
、
茹
で
る
。�

②
鍋
に
か
に
缶
の
汁
と
Ａ
を
入�

　
れ
煮
立
て
、
と
い
た
卵
白
を�

　
加
え
る
。�

③
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
か
に
を
皿�

　
に
盛
り
、
②
を
か
け
る
。�

■
作
り
方�

①
り
ん
ご
一
個
は
、
皮
付
き
の�

　
ま
ま
お
ろ
し
、
残
り
は
、
八�

　
つ
に
割
り
、
薄
く
切
る
。�

②
鍋
に
り
ん
ご
と
Ａ
を
入
れ
、�

　
火
に
か
け
、
強
火
で
煮
る
。�

３�
２�

２�
１�

２�
１�

◆材料（４人分）�
ブロッコリー　　　１～２個�

かに缶　　　　　　　　１缶�

卵白　　　　　　　　１個分�

水　　　　　　　　カップ１�

固形スープ　　　　　　１個�

砂糖　　　　　　　大さじ�

塩、こしょう　　　　　少々�

かたくり粉　　　 大さじ１�

Ａ�

Ａ�

ゆ�



講演会「弥生時代の�
米食を考える」講師�
岡本稔氏�

高校生ボランティアに�
よるスタンプラリー�

洲本第二小学校４年�
生による「洲本のま�
ち今と昔」の発表�

おはなし会�

１８�

���写 真 特 集 �写 真 特 集 �

くつろぎのひととき�

おいしい「玉露」の接待�

フラワーデザインの展示�

ふれあい�
チャリティバザー�

対 面 朗 読 �

細工町子ども会の獅子舞�
�

洲浜中学校・洲本吹�
奏楽団、合同演奏�

淡路フィル・弦楽�
合奏団の演奏�



お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

１９� 古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

市保健センターで�

由 良 公 民 館 で �

洲 本 保 健 所 で �

11月16日（木）�

11月24日（金）�

12月　7日（木）�

12月14日（木）�

12月21日（木）�

12月22日（金）�

�

乳　児�10か月児�1歳6か月児� 3歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �

午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

Ｈ１２年１月生�

�

�

Ｈ１１年４月生�

�

�

�

Ｈ１１年５月生�

Ｈ１２年７月生�

�

�

�

Ｈ１２年８月生�

�

�

�

Ｈ９年９月生�

�

フリー�
ダイヤル�

な　や　みぜろ�

（☎２２・０７１２）�

会員募集� 洲本市シルバー人材センターでは、男・女会員を募集しています。�
　詳しくは、洲本市シルバー人材センター（☎ 24・4830　青雲中学校前）へ。�▼

　１０月２８日・２９日に開催した
「第２回図書館市民まつり」は沢山
の方々のご協力、ご支援のおかげを
もちまして、セミナー、バザーのほ
か演奏、多彩な分野からの作品展示、
児童向けの行事など、どれもが大成
功に終わりました。�
　２日間での入館者数は約５，３００
人、新規登録者は１０４人あり、沢
山の方にご利用いただきました。こ
れからも皆様のご利用をお待ちして
おります。ありがとうございました。�
�
　　　　 《新　刊　本》�
『高橋尚子　金メダルへの絆』�
　　　　　　小出義雄　日本文芸社�
『Sydney ２０００』　　朝日新聞社�
『ワインの時間』玉村豊男�
　　　　　　　　　　　世界文化社�
『おいしい毎日』大橋歩　　幻冬社�
『絶対　幸福主義』浅田次郎�
　　　　　　　　　　　　徳間書店�
�
　　　　 児　　童　　室�
＊おはなし会：第２・第４土曜日�
　　　　　　　午後２時から�
（１２月２４日（日）には特別に「クリス
マスおはなしかい」をする予定です。)�
＊おりがみ教室：第４土曜日�
　　　　　　　　午後３時から�
（「おりがみ教室」参加申込は前日まで、

また小学生未満の人については保護者同

伴でお願いします。定員４０名です。）�

　
紅
葉
だ
よ
り
と
と
も
に
美
し�

い
日
本
の
秋
も
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク�

ス
。
自
然
が
私
た
ち
に
豪
華
な�

贈
物
を
し
て
く
れ
る
四
季
の
な�

か
で
も
、
天
高
く
…
の
秋
は
、�

何
を
す
る
に
も
意
欲
的
に
な
れ�

る
季
節
◆
あ
ち
こ
ち
で
、
日
ご�

ろ
の
研
鑚
の
成
果
を
披
露
す
る�

美
術
展
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が�

盛
ん
。
恒
例
の
美
術
展
で
力
作�

を
拝
見
し
、
改
め
て
、
創
作
活�

動
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
。
パ�

ソ
コ
ン
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る�

日
々
、
書
や
絵
画
に
温
も
り
や�

生
気
を
感
じ
、
何
か
ホ
ッ
と
す�

る
よ
う
な
気
分
を
味
わ
い
ま
し�

た
◆
今
、
Ｉ
Ｔ
革
命
と
や
ら
に�

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
職
場
に�

限
ら
ず
一
般
の
家
庭
で
も
パ
ソ�

コ
ン
が
常
識
。
小
学
生
で
も
イ�

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｅ
メ
ー
ル
の�

交
換
を
楽
し
ん
で
い
る
昨
今
、�

隔
世
の
感
禁
じ
得
ず
。
情
報
収�

集
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
勝
る
も�

の
は
な
い
け
れ
ど
、
パ
ソ
コ
ン�

ば
か
り
を
相
手
に
し
て
い
る
と
、�

会
話
下
手
に
な
ら
な
い
か
と
老�

婆
心
な
が
ら
案
じ
ま
す
◆
等
々�

ぼ
や
い
て
い
る
う
ち
、
は
や
年�

賀
状
の
発
売
時
期
が
到
来
。
年�

に
一
度
、
そ
し
て
、
記
念
す
べ�

き
二
十
一
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
に�

当
り
、
お
互
い
の
確
認
メ
ッ
セ�

ー
ジ
は
、
せ
め
て
生
き
た
活
字�

で
交
換
し
た
い
も
の
で
す
ね
。�

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｍ
・
Ｔ
）�

ママメイト�

いのちって何だ　毎月第１～４月曜�

　日、受付・午前９時３０分～�

お母さんは元気　１１月２８日（火）、�

　受付・午後１時３０分～�

おっぱいで育てたい　１２月１９日�

（火）、受付・午後１時３０分～�

赤ちゃん大好き　１１月１４日（火）、�

　受付・午後１時３０分～�

こんにちは赤ちゃん　１２月５日（火）、�

　受付・午後１時３０分～�

成人健康相談　毎月第１～４月曜日、�

　午後１時～３時（栄養相談は第２�

　・４月曜日）�

２歳児健康相談　１１月３０日（木）、�

　受付・午後１時～１時１５分、対�

　象者（Ｈ１０．１１月生まれ）に�

　は案内、問診票などを送付します。�

乳幼児相談　１２月８日（金）、午前９

　時３０分～１１時�

歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�

　付・午後１時～１時３０分。フッ�

　素塗布を同時に行います（予約が�

　必要、料金１，４８０円）。�

�

�

成人健康相談　１２月１１日（月）、午

　後１時３０分～３時�

�

�

成人健康相談　毎月第１～４金曜日、�

　受付・午後１時～１時３０分（成�

　人病相談など・予約が必要）�

心の相談　毎月第２・３火曜日、予約�

　制・午後１時３０分～（精神病、痴呆、�

　アルコールその他心の相談など。�

　奇数月は第２火曜日のみ。）�

栄養表示基準制度相談　毎月第１、�

　３月曜日、午前１０時～正午（予�

　約が必要）�

胃がん検診　１２月６日（水）、午前９�
　時～（申込・市保健センターへ）�

２時間人間ドック　火・水・木曜日�
　で保健所が指定する日、午前９時�

　～（料金１５，５８０円、申込・洲�

　本保健所へ）洲本市民で国民健保�

　保険に加入し３０歳以上の人に�

　８，０００円、社会保険などの加入�

　者で４０歳以上の人に５，０００円の�

　助成があります。（ただし１年度�

　１回限り）　�

　１１月、１２月の乳幼児健康診査�

を次のとおり行います。対象者には�

問診票などを送付しますので、母子�

手帳を持参し受診してください。�

法律相談　弁護士による相談。１２�

　月４日（月）、１２月２０日（水）、（受付�

　・市役所市民相談係で電話による�

　予約受付けをしています。☎２２�

　・３３２１）総合福祉会館で。�

行政相談　１２月４日（月）、午後１時�

　１５分～（受付・午後１時３０分�

　まで）総合福祉会館で。�

社会保険相談　第３金曜日、午前１０�

　時～午後３時、市民会館で。�

心配ごと相談　毎月２日、１２日、�

　２２日、２７日（日曜・祝日の場�

　合は翌日）午後１時～４時、総合�

　福祉会館で。電話での相談にも応�

　じています（☎２６・００２２）。�

青少年相談　毎月第３水曜日、午後�

　１時～３時、青少年センター（☎�

　２２・４５４７）で。�

母子家庭相談　毎週月・金曜日（月�

　曜日・午後１時３０分～午後５時、�

　金曜日・午前１０時３０分～午後�

　５時）福祉事務所で。�

高齢者相談　月～金曜日、午前９時�

　～午後５時３０分、淡路県民局�

　（　　０１２０・３６・７８３０）�

　で。介護相談なども行っています。�



２０�

ＮＨＫハイビジョン大型ドラマ�

「菜の花の沖」�
12月放送スタート�

豪 商 　 高 田 屋 嘉 兵 衛 �

　市では、「花」「食」の祭典に続く四季のイベントと

して、海の幸をテーマにした「水産まつり」を開催しま

す。地元で獲れる魚や貝の販売のほか、果樹協会による

みかんの販売などを行います。�

◆と　き　１２月１６日（土）、午前９時～１１時�
◆ところ　多目的広場（御食国横）�
◆出店者（カッコ内は販売物）�
　　　由良町漁業協同組合連合会（新鮮魚介類、アナゴ焼�

　　　き、サザエの壷焼き、タコの天ぷら、タコ飯など）�

　　　淡路果樹協会（協会推奨の温州みかんなど）�

　　　御食国（ジャンボにんにくを使った焼き肉のタレ、�

　　　目釜さんの味噌など）�

　　　日の出農業協同組合（野菜の青空市）�

　　　洲本市酪農農業協同組合（牛乳、コーヒー牛乳など）�

　詳しくは、市役所農政課（☎２２・３３２１）へ。�

◆放　送　　ハイビジョン�

　　　　　　　デジタル：ＢＳ―１０３ch�

　　　　　　　アナログ：ＢＳ―９ch�

　　　　　　（総合テレビでは、１月～２

　　　　　　　月の予定）�

　　　　　　１２月４日（月）から ５夜連続�

　　　　　　午後７時３０分～８時４５分�

◆出　演　竹中直人・鶴田真由・江守　徹�

　　　　　近藤正臣・島かおり・笹野高史�

　　　　　内田明里　ほか�

　淡路在住の音楽家“えま＆慧奏”（写真）、美術家“尾崎
泰弘”を中心に、初冬の夜に心温まるひとときをお贈り
します。�
�
◆と　き　１２月５日（火）、午後７時開演�
◆ところ　洲本市民会館第１・２会議室�
◆出　演　えま＆慧奏、ロビン・ロイド、杉山八郎�
　　　　　（ステージアート：尾崎泰弘）�
◆入場料　お と な　８００円（１，０００円）  �
　　　　　小中学生　４００円（５００円）�
　　　　　（小学生未満は無料、カッコ内は当日料金）�
◆発売所　洲本市民会館�
　詳しくは、洲本市民会館（☎２２・１３１５）へ。�

◆と　き　１２月１０日（日）まで（午前９時～午後５時）�
　　　　　毎週月曜日と１１月２４日が休館�

◆ところ　淡路文化史料館�
◆主　催　市立淡路文化史料館、県立歴史博物館など�
◆入館料　　大人　７００円　　高・大学生　４００円�
　　　　　　小・中学生　２００円　　身障者（介護者を含む）は無料�

◆講演会　　１１月１８日（日）、午後２時～�
　　　　　　「高田屋嘉兵衛とゴローニン事件」�

　　　　　　講師・保田孝一氏（岡山大学名誉教授）�

　　　　　　１１月２３日（木・祝）、午後２時～�

　　　　　　「高田屋嘉兵衛と近代経営」�

　　　　　　講師・高田嘉七氏（（社）北方歴史研究協会理事長・高田屋七

　　　　　　　　　代目）�

　　　　　　１１月２６日（日）、午後２時～�

　　　　　　「遠き時代の露日関係～高田屋嘉兵衛とゴローニンの出会い」�

　　　　　　講師・コジェーヴニコワ・イリ－ナ・ペトロヴーナ  女史

　　　　　　　　　（ソ日協会文化委員会議長）�

　　　　　　（場所はいずれも、淡路文化史料館）�

◆問い合せ先　淡路文化史料館（☎２４・３３３１）�
�

　高田屋嘉兵衛（１７６９～１８２７）は、淡路都志本村（五色町）出身。幕府の御

用船頭となり、クナシリ島からエトロフ島へ渡る航路の開設、エトロフ島の漁場開発

などに力を尽くし、北前船による蝦夷地（北海道）と兵庫、大阪などとの交易を行い

ました。嘉兵衛はロシアとの外交問題であったゴローニン事件を平和的に解決し、晩

年は淡路に戻り郷土の発展に尽くしています。�

　本展は、高田屋嘉兵衛の生涯とゴローニン事件における活躍、北前船による交易を

紹介するとともに、当時盛んに行われた北方探検や、アイヌの人々の文化についても

スポットをあてます。�
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洲本市民会館自主事業・市民コンサート第１弾�水産まつり開催�四季のイベント�
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△
�

淡路文化史料館特別展�

△
△
△
　
　
△
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�
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�

三熊山でも撮影が行われました�

△
　
△
△
　
△
△
�

写真は8月に行われた「食の祭典」�

△
�


